
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
軒樋支持具が軒先に取り付けられ、この軒樋支持具に軒樋が取り付けられた軒樋取付構造
において、
前記軒樋は、底部と、先端に屋外側耳部を設けられた屋外側の側壁と、先端に屋内側に突
出する屋内側耳部を設けられた屋内側の側壁とからなり、
前記軒樋支持具は、取付板と、この取付板から屋外方向に突設された腕部と、この腕部の
先端に設けられた屋外側耳保持部と、屋外側耳保持部の屋内側に設けられた下方に開口し
た屋内側耳保持部とからなり、
この屋内側耳保持部は、取付板より屋外方向に突設された耳受部と、腕部の下面から屋内
方向に 突出されたバネ片と、屋内側耳保持部の奥部の腕部の下面に設けられた耳部
案内リブとからなり、
軒樋の屋外側耳部が、軒樋支持具の屋外側耳保持部に保持され、軒樋の屋内側耳部が、軒
樋支持具の耳受部とバネ片との間に挿入され、軒樋の屋内側耳部が上に移動するときに耳
部案内リブにより軒樋の屋内側の側壁がバネ片から離れるように、保持されていることを
特徴とする軒樋取付構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、軒先に取着固定されて軒樋が保持される軒樋取付構造に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
従来、軒樋取付構造については、実公平３－２１５６２号公報に記載ある軒樋支持具を用
いて、軒先に軒樋支持具を取り付け、この軒樋支持具に軒樋を取り付ける構造が知られて
いる。上記従来技術においては、 に示すように、軒樋３はその屋内側の側壁３３の先
端と屋外側の側壁３４の先端に耳部３１、３２が設けられている。また、軒樋支持具Ｃは
、取付板１と、この取付板１から屋外側に突出された腕部２と、この腕部２の先端に設け
られた屋外側耳保持部２１と、この屋外側耳保持部２１より屋内側に設けられた下方に開
口した屋内側耳保持部２２とからなる。屋内側耳保持部２２は取付板１の下端部に、屋外
方向に突出している耳受部１１と、腕部２の下面より屋内方向に突出され、若干上方に傾
斜したバネ片２３とからなる。軒樋３の屋外側耳部３２は、軒樋支持具Ｃの屋外側耳保持
部２１に保持され、軒樋３の屋内側耳部３１が、軒樋支持具Ｃの耳受部１１とバネ片２３
との間に挿入されて、保持されている構造のものである。
【０００３】
この軒樋取付構造の軒樋支持具Ｃと軒樋３の取付方法を説明する。

に示すように、取付板１を軒先４に取り付け、軒樋３の屋外側耳部３２を軒樋支持具
Ｃの屋外側耳保持部２１に保持させて、この屋外側耳部３２を中心にして、回動させて屋
内側耳部３１を耳受部１１とバネ片２３との間に挿入する。すると、バネ片２３が屋内方
向に突出され、若干上方に傾斜しているので、屋内側耳部３１がバネ片２３を上方に湾曲
させながら、耳受部１１とバネ片２３との間に入る。屋内側耳部３１が耳受部１１より上
方に入ると、バネ片２３がバネ弾性により元の形状に戻り、このバネ片２３が屋内側耳部
３１を屋内側に押して、耳受部１１に載せることにより屋内側耳部３１を屋内側耳保持部
２２に保持させるものである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記の実公平３－２１５６２号公報に記載の軒樋支持具Ｃでは、軒樋３の
屋内側耳部３１を屋内側耳保持部２２に差し込んで、耳受部１１で屋内側耳部３１を受け
、バネ片２３の先端で屋内側耳部３１の内側上端部を押さえて保持する。バネ片２３の先
端が屋内側耳部３１を押さえる構造なので、風等で軒樋が上下に動き、バネ片２３を変形
させた後にバネ片２３と離れると、バネ片２３が振動して振動音が発生することがあった
。
【０００５】
本発明の目的は、上記問題に着目してなされたもので、バネ片が振動して振動音が発生し
ない軒樋取付構造を提供するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記の目的を達成するためになされたもので、請求項１記載の発明は、軒樋支持
具が軒先に取り付けられ、この軒樋支持具に軒樋が取り付けられた軒樋取付構造において
、前記軒樋は、底部と、先端に屋外側耳部を設けられた屋外側の側壁と、先端に屋内側に
突出する屋内側耳部を設けられた屋内側の側壁とからなり、前記軒樋支持具は、取付板と
、この取付板から屋外方向に突設された腕部と、この腕部の先端に設けられた屋外側耳保
持部と、屋外側耳保持部の屋内側に設けられた下方に開口した屋内側耳保持部とからなり
、この屋内側耳保持部は、取付板より屋外方向に突設された耳受部と、腕部の下面から屋
内方向に 突出されたバネ片と、屋内側耳保持部の奥部の腕部の下面に設けられた耳
部案内リブとからなり、軒樋の屋外側耳部が、軒樋支持具の屋外側耳保持部に保持され、
軒樋の屋内側耳部が、軒樋支持具の耳受部とバネ片との間に挿入され、軒樋の屋内側耳部
が上に移動するときに耳部案内リブにより軒樋の屋内側の側壁がバネ片から離れるように
、保持されていることを特徴とする。
【０００７】
本発明の軒樋支持具の材質は、合成樹脂、金属が使用されるが、軽量であることや錆びな
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いという点で合成樹脂がよく、合成樹脂の中でも、強度や耐候性に優れ、可撓性があって
割れず施工性に優れるという点で、ポリカ－ボネ－ト樹脂が好ましい。本発明の軒樋支持
具は射出成形法で製造すると、屋外側耳保持部、腕部、取付板、バネ片及び耳部案内リブ
とが一体成形できるので、外観が優れるという点で好ましい。
【０００８】
本発明の軒樋の材質は、合成樹脂、金属が使用されるが、軽量であることや錆びないとい
う点で合成樹脂がよく、合成樹脂の中でも、価格が安いことから、塩化ビニル樹脂やポリ
オレフィン樹脂が好ましい。本発明の軒樋は押出成形法で製造すると、生産性が良く、外
観が優れるという点で好ましい。
【０００９】
本発明の軒樋支持具において、耳受部は取付板より屋外方向に突設され、バネ片が、腕部
から屋内方向に 突設されている場合は、いずれも斜め上方向に向けて突設されてい
ると、屋内側耳部が屋内側耳保持部内に差し込まれたとき、しっかりと下方向から支える
ことができるので好ましい。
【００１０】
本発明の軒樋支持具において、屋外側耳保持部の形状は、軒樋の屋外側耳部に屋外側耳保
持部を差し込んで、係止できるのもであれば、適宜の形状でよい。
【００１１】
本発明の軒樋において、軒樋の形状は、底部と屋外側の側壁と屋内側の側壁とで溝型にな
っておれば、いかなる形状でもよい。例えば、半円形状でも、角形状でも構わない。
【００１２】
本発明の軒樋において、軒樋の屋内側耳部の形状は、屋内側耳保持部内に差し込んで、屋
内側耳保持部の耳受部とバネ片とで屋内側耳部を支えることができる形状であれば、適宜
の形状でよい。例えば、屋内側耳部の形状が屋内側に突出した中空体からなるタイプのも
のや屋外側に開口した溝部になっているタイプのものがあげられる。
【００１３】
【作用】
請求項１記載の発明では、軒樋の屋内側耳部が軒樋支持具の耳受部とバネ片との間に挿入
されて、保持されたものであって、軒樋の屋内側耳部が上に移動するときに耳部案内リブ
により軒樋の屋内側の側壁がバネ片から離れるようにされている。従って、軒樋が風等で
上下に動いたとき、バネ片と屋内側耳部近傍とが接触するのは軒樋が下にあるときだけで
あり、バネ片の振動が制限され振動音が発生することが少ない。
【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明の第一実施例を図１に基づいて説明する。
図１は軒先４に軒樋支持具Ｂが取り付けられ、軒樋支持具Ｂに軒樋３が取り付けられた状
態を示す断面図である。
【００１５】
軒樋３は、押出成形された塩化ビニル樹脂製であり、底部３５と、両側壁３３、３４と、
屋外側の側壁３４の先端に設けられた凹状の屋外側耳部３２と、屋内側の側壁３３の先端
の屋内側に突出する中空体の屋内側耳部３１とからなっている。
【００１６】
Ｂはポリカ－ボネ－ト樹脂製の軒樋支持具であり、この軒樋支持具Ｂは、取付板１ｂと腕
部２ｂとからなり、射出成形法で一体に作られている。
【００１７】
取付板１ｂは多角形状の板体で、表面から裏面に貫通された取付孔（図示せず）が、腕部
２ｂを挟んだ両側に左右１個づつと中央部下端部に１個設けられている。腕部２ｂは中央
部が下に湾曲した棒状体で、取付板１ｂのほぼ中央上端部より、屋外側に向けて突出され
ている。そして、腕部２ｂの屋外側に屋外側耳保持部２１ｂと屋内側に屋内側耳保持部２
２ｂが設けられている。
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【００１８】
屋外側耳保持部２１ｂは、腕部２ｂの先端が上向きに突設されたものである。屋内側耳保
持部２２ｂは、取付板１ｂの下端部に屋外方向に斜め上向きに突設された耳部１１ｂと、
腕部２ｂの下面から屋内方向に斜め上向きに 突設されたバネ片２３ｂと、屋内側耳
部保持部２２ｂの奥部の腕部２ｂの下面に設けられた耳部案内リブ２４とからなっている
。
【００１９】
耳受部１１ｂの先端とバネ片２３ｂとの間隔は軒樋３の屋内側耳部３１の幅より短くなさ
れており、突設された耳受部１１ｂで軒樋３の屋内側耳部３１の下部を支持するようにな
っている。
【００２０】
軒樋３の取付構造は、図１に示すように、軒樋３の屋外側耳部３２内に、軒樋支持具Ｂの
屋外側耳保持部２１ｂが挿入され、軒樋３の屋内側耳部３１が軒樋支持具Ｂの耳受部１１
ｂとバネ片２３ｂとの間に挿入されて、保持されている構造になっている。
【００２１】
次に、軒樋支持具Ｂと軒樋３の取付方法及び作用について説明する。
軒先４に、軒樋支持具Ｂの取付位置をきめる。次に、取付板１ｂの取付孔（不図示）に取
付具（釘）（不図示）を差し込んで、取付具（釘）を軒先４に打ち込む。次に、軒樋３の
屋外側耳部３２を軒樋支持具Ｂの屋外側耳保持部２１ｂに保持させて、この屋外側耳部３
２を中心にして回動させて、屋内側耳部３１を耳受部１１ｂとバネ片２３ｂの間に挿入し
て、軒樋３を軒樋支持具Ｂに取り付ける。
【００２２】
このようにすると、屋内側耳部３１がバネ片２３ｂを上方に湾曲させながら、耳受部１１
ｂとバネ片２３ｂの間から屋内側耳保持部２２ｂ内に入る。耳部案内リブ２４は屋外側か
ら屋内方向に斜め上向きの下辺を有している。そのため、図２に示すように、軒樋３の屋
内側耳部３１が上に移動するときに耳部案内リブ２４により軒樋３の屋内側の側壁３３が
バネ片２３ｂから離れる。屋内側耳部３１が耳受け部１１ｂより上方に入ると、バネ片２
３ｂがバネ弾性により元の形状に戻り、このバネ片２３ｂが屋内側耳部３１を屋内側に押
して、屋内側耳保持部２２ｂに保持することにより、しっかりと軒樋３を保持することが
できる。
【００２３】
このように取り付けると、軒樋３が風により上下しても、軒樋３の屋内側耳部３１が上に
移動するときに耳部案内リブ２４により軒樋３の屋内側の側壁３３がバネ片２３ｂから離
れるので、軒樋３の屋内側耳部３１近傍と軒樋支持具Ｂのバネ片２３ｂとが接触してバネ
片２３ｂを変形させることがなく、バネ片２３ｂの振動音が発生することが少ない。
【００２４】
以上、本発明実施例を図面に基づいて説明してきたが、具体的な構成はこの実施例の限ら
れるものではなく本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等があっても本発明に含まれ
る。
【００２５】
【発明の効果】
以上、説明してきたように、請求項１記載の発明では、軒樋の屋内側耳部が軒樋支持具の
耳受部とバネ片との間に挿入されて、保持されたものであって、軒樋の屋内側耳部が上に
移動するときに耳部案内リブにより軒樋の屋内側の側壁がバネ片から離れるようにされて
いる。従って、軒樋が風で上下に動いたとき、バネ片と軒樋の屋内側の側壁とが接触する
のは軒樋が下にあるときだけであり、バネ片の振動が制限され振動音が発生することが少
ないので、風が吹いたときも静かになり、極めて好ましい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第一実施例を である。
【図２】
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示す断面図
（ａ）～（ｄ）は軒樋の取り付け手順を説明する断面図である。



【図３】
【符号の説明】

　軒樋支持具
　取付板

　耳受部
　腕部

　屋外側耳保持部
　屋内側耳保持部
　バネ片

２４　耳部案内リブ
３　軒樋
３１　屋内側耳部
３２　屋外側耳部
３３　屋内側の側壁
３４　屋外側の側壁
３５　底部
４　軒先
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従来の軒樋取付構造を示す断面図である。
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